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精神 活 動と 脳 波 (2)

精神作業とシーター渡

谷嘉代子 ・小畑典子 ・中井モト子 ・西岡扶子

Mental Activities and Eledroencephalograms (2) 

Mental Performances and Theta waves 

.KAYOKO TANI. NORIKO OSATA. MOTOKO NAKAI AND FUSAKO NISHIOKA 

きさに加算作業テストのさいの脳波について報告した

治文加では，加算作業中1ζ6ないし7サイ クルのシータ

ーを主が出現する乙とについて述べた。そして，それらの

シータ波が出現する時期Iま. ~待作業IC心理的になれた

ときである乙とが論じられた。乙のように締約作業の心

理的な条件IC関連して脳波が変化するという現象は"脳

波と心理の関係..IC関心をもっ研究者・にとっては.非常

1ζ興味ある課題であるといわねばならない‘'。なぜなら

ば，精練作業のもつ諸条件を変化させていけば，心理現

段と脳波現欽の対応、関係、を，さらに明かにしていく乙と

ができるからである。乙の考えにもとづいて，著者らは

前回報告した 1桁の数字の加算作業の外lζ，種身な桁数

の数のJm.減算を暗1f-.珠算:などで計算する作業や，文

字をタイプライティングする作業などをJI1いて，実験を

行った。本論文では，それら積荷の作業によって議発さ

れた脳依について，とくにシーター訟について精神作業

との関連でいく つかの知見を1~たのでそれらについて論

じたいと考えている。

方 2去
ヨド諭文では作業中4ζシーター主主を出現した被験者につ

別Iζ検討しているので，実際4ζ実駿iζ重富加した合計56名

の綾験者のうちから，各有の作業で脳主主的に反応の顕著

な15名をえらんで，それらの資料のみを検討の対象とし

た。次It.実際に実験iζ重lt1Jlした敏験者の作業}.l'Jの人数

を示せば，計算作業については.16才-22才の27名の高

校.大学生が参加したが，乙のうち12名は珠算の有級 ・

有段者の高校生であり.fi砲は珠算tζ得1まではなかった。

タイプライティング作業ICは.20才-23才の 8名のタイ

ピングiζ多少心得のある学生が多加した。時間を再生し

つづけるリズム反応の実験ICは16才一30才の一郎社会人

を合む高校，大学生21名がiS加した。

精神作業の種類は3租類で.1.計算作業。Z.時間

再生反応。 3.タイプライティングで，それぞれの作稜

条件は~の通りである。

計算作業は階第， 珠算によって，加'If.と減算をおとな

うのであるが，問題の総示方法も，被災:的lζ数字をあた

える計算(見取り算)と総覚的にあたえる計算〈さきと

り算〉とである。 さらに， 一部の被験者ーには問勉の他iζ

自分の記憶にある材料で自由に加減算をするようにとい

う自由計算もお乙なわせた。問題の材料の大きさ(街主主

いて，そのシータ一波の出現量と出家持続を作業の在綴 で示す).m王子、方法については第1表に示されている通

'I 1表 計算作業の種類

計算の種類| 階 第 |筆算|珠 算

材料提示経路 視覚経路 ~覚経路 視覚経路 復党経路 聴覚後路

材料 の桁数 l 3~4 1 2~4 4.......7 4.......11 5~9 

材料の提 示速度 1.0/秒 1.3.......1.7/秒 2. 2.......2. 5/秒

回 答 の 数 10 10 10 3 10 10 

作 業所要 時間 お分約2分 3分 6分 約1的昔 約6分 6分

作業の内容 加算加減算 加減算 加減算 加減算 加減算 加滋3事
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りである。表中の材料提示経路は，上JLのべた材料のあ

たえ方の感覚経路を意味する。材料の桁数は，次の第2

表の例にあるように，問題番号によって，または，同一

番号内で桁数が変るととがある。材料の提示速度は筏覚

経路で作業する場合には被験者の任意の速度であるが，

聴覚経路の場合にはテープコーダーから問題が読みあげ

られるので，その速度には遅速ができる。第1表中にあ

る数字は 1秒間iζよまれた数字の個数を示して速度を表

わしている。第2表はその問題の例である。

.2表 珠算問題の例(見取り算問題)

iif 学

タイプライティングでは作業課題として用いられたも

のは，英文タイプラィプティングの主主習用の単語ι中

学2-3年用の英語教科書中の文章であった。問題のあ

たえ方は，視覚的iζ見てタイピングする場合と，聴覚的

に飽きとってタイピングする場合とをお乙なった。その

点では計算作業のと乙ろと同じである。そのほか，自由

文を自分の頭の中で思い浮かべてタイピングする作業も

試みた。

脳波などの測定については， 前回報告の論文中にある

のと同様であるが，作業中の手の筋電図の記録と，勝覚

的刺激鍵示のさいの音耳目l滋を記録用紙上lζ記入するなど

の方法を採用した。脳波測定は，作業によっては2名同

時に記録したので， 右半Eまの Fp-F，F-C， C-O， 

MF-MV， AT-MFから記録した。 1名づつの記録の

さいには F-C， C-P， P-O， MF-MV， MT-O， 

を左右で記録した。 ζれらの記録はすべて作業実施中は

連続的にお乙なった。

結果の里皇室主は，脳波については視察によってシーター

波の出現時間をしらべ，それぞれの作業どとの時間パー

セントで表現した。シーター訟については乙のほかに，

シーター波の出現するまでの時fdlをとり，初発時間とし

て検討するζととした。乙の初発時間は，作業によって

シーター放の出現しはじめる時期が変化すると考えられ

るからである。精神作業そのものについては，作業の量

と質をそれぞれ検討した。

結果

7-11 計算作業とシーター波

階事事，.算，珠算の実施中のシーター波の出現量は第

1113表 計算作業中のシーター波(時間%)

7 8 9 10 

可F

包4ま8幽1蝿辺waa盟2日415 狙728.袋詰

8去す…議i臨1侃 274.4631 57，849，026118. 697， 352170. 581，942.396 

日み ら281，489173. 524. 曲7.184

807.314.反泌

86. 542. 031 

74.125， 

6 -10 I (+ー)6-101 8 

時間再生反応、は，被験者にそ

れぞれの任意な時間を速続的IC

再生するよう要請するもので，

本実験のさいには後験者の利手

で，一定の時間をなるべく変動

の少いように反応させた。実さ

いに被験者が反応した任意時間

Iま個人により様有であり，O:小

は0.7秒，媛大は9.3秒であっ

た。反応の仕方は掌を時間どと

に開閉する動作をとったが，そ

れは，前勝訴に貼付された電極

によって筋電図として脳波計IC

記録させた。作業時間は20分な

いし30分。被験者ICよっては，

実験中領H&，浅鼠に入るものも

あった。

318. 194. 2花
見 623.ω4

971，仮洛，823

8. 421，掛

5弘 1肱 407

精 神 作 業 の 種 類

官告 算 2伝 3事 Eま 1f. 自由時;算
後験者

4......11桁1 桁 2桁以上 4-7桁 5-9桁

視覚 聴覚 筏覚 聴 覚 視覚 筏覚 聴覚

1. 0 26.6 。15. 5 16.6 2.9 7.2 4.1 

K. 1 7.5 。 3.0 11.9 4.4 4. 7 

T. K 6.0 。 6.3 12.1 6. 7 4.5 2.9 

M. K 5.5 。 0.8 o. 7 0.8 

M. S 3.1 。 1.7 1.3 0.2 1.9 

H. F 3.8 6.6 16.0 

T. 1 4.9 12.2 8.6 

A. Y 4.5 11.3 23.9 

s. K 3.5 11.8 9.4 

K. T 2.2 5.3 3.7 
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3表tζ示している。珠算および聴覚暗算は珠算熟練者以

外は，作業不可能であったので同じ間短を筆算でお乙な

わせた。第3表では，上半分は珠算熟練者5名の成績で

あり，下半分は非熟練者のものである。作業中IC.シータ

ー放が出現するかしないかには， 個人差がある乙とは先

の第1報告でのべたが，乙の計算作業の被験者において

も27名中，約半数の13名がシーター波を出現し， 14名は

シータ一波を出現しなかった。また，シーター波出現者

の中でも出現量の多寡lζは個人差がある。乙の論文にあ

げているのはシータ一波の出現f誌の多いもの10名の成絞

であるが，乙の10名の聞にもシータ一波置に多少がある

のが表からもみられる。さらに，作業によって同じ被験

者であっても，シータ一波量に多少の差異がみられる。

作業の種類からみると，暗算は~算よりもシータ一波が

出現しやすい傾向が一般にみられる。視覚暗算では， 1 

桁の場合と 3-4桁の場合とで，シータ一波量は1桁の

方が3-4桁の場合より多い後験者と，逆iζ3ー4桁の

さいにシーター放が多く出現する者とがある。第1図は

3-4桁の加滋算を暗算で1桁づっおこなっているさい

の脳a主である。図iζみられるように前頭留にシーター放

が顕著にみられている。 Aの桁の計算の回答の記入は第

1図の脳波の中央の最初の writeのと乙ろの筋電図で

表わしている。 Bの桁，Cの桁の回答は，つづく write

のとζろで計算がすんで記入がされている。

聴覚|市・第についてみると，1桁の府、党時算ではシータ

-195-

一波は全く出現しておらず，2-4桁の革主党暗算ではシ

ーター放の出現がとくに目立ってみとめられているとい

う興味ある結果がえられた。 ζの結集iま何を意味するの

か?1桁の聴覚精算は2-4桁の聴覚暗算よりも，ζれ

らの被験者にとってやさしすぎる課題なのか? たしか

に彼らの内省報告では， r 1桁のきさとり暗算lまやさし

すぎて外の乙とを考えながらやりました」と報告されて

いる。乙のやさしすぎるという乙とは，問題の精進が簡

単すぎるという乙となのか，課題の与え方がゆっくりす

ぎるということなのか? もし，前者ならば， 1桁の視

覚日前事の場合も同じ乙とがいわれるはづである。と乙ろ

が1桁の視覚暗算であるクレペリン ・テス トは，シータ

ー波誘発のよい作楽であることは先の報告および本論文

でも成績が示していると乙ろである。したがって，問題

の提示の仕方としての速さの点に原因がありそうに恩わ

れる。第 1表にある問題の提示の速度の欄にみられるよ

うに，聴覚暗算1桁の場合は，1秒tζ1数字の割合で問

題がよみあげられている。乙れにたいして，2-4桁の

聴覚暗算では，秒1.3-1.7数字がよまれている。その速

度のちがいが1桁ではシータ一波を出現させない条件に

なっているものと恩われる。速度の問題では，視覚暗算

の場合には，作業する被験者自身が決める乙とになるの

で，それぞれが最適速度で作業をお乙なう乙とになり，

速すぎる返すぎるという ζ とがない。

K. K. 18拘 MEN1'o¥L ARITHMETlC$ LOOKI NG 
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第 1~ 視覚的 Ull' 算中の脳波

左はしは安静閑限時。 A桁の計算はAのと乙ろでなされている。 1桁づっ計算 (0音算)して書いている。
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次の第4表は，第3表と同じ作業時のシ 習慣4表 計算作業とシータ一波出現時間(秒)

精 神 作 3民 の 種 類

被験者
時 算 量転 3草

4"'-7桁

ーター波出現の初発時簡を示している。シ

ータ一波の出はじめる時間には，個人差が

みられ，作業の開始から比較的短い時間で

シーター波を出現するものと，比較的おそ

くシータ一波を出現するものがあるように

恩われる。また，作業別にみると，シータ

一波の早く現れやすい作業と，そうでない

作業があるように患われる。 一般に視覚的

作業の方が聴覚作業よりは初発時間が短い

傾向がみられている。との聴覚暗算の初発

時間について閑題のならび方を検討すると

ζの作業の問題はし 2悉が2桁，3， 4 

番が3桁と順次桁数がふえるようにならべ

られている。 上IC述べた 1桁の様、覚暗算で

のシータ一波抑制と同じように，との2桁

階第の場合lともシータ一波の出現が抑えら

筏覚視覚|聴覚 視覚

4視珠"'-1は覚同行 5聴~算9覚制l 白血崎当事

1. 0 

K. 1 
T. K 
M. K 

M. S 

H. F 
T. 1 
A. Y 

S. K 
K. T 

れる速度の問題がある乙とが考えられる。第2図はその

ような問題の提示速度をシーター放出現量をプロッ トし

た図である。 ζの図は，問題提示速度が秒1.0個から1.5

個になって，シータ一波出現量が安定する被験者が多い

ζとを示している。

10 
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君臨2図 聴覚的暗算の桁数・問題提示速度と

シータ一波の出現量

年 ('1

同1""，

第3図の脳波は暗算時の脳波である。上から安静閉眠

時の脳波，次は1桁聴覚暗算時のもの。 3番目は3ー5

桁の暗算時のものであり，一番下のは自由に数字を思い

うかべて暗算をする。自由計算時の脳主主である。いづれ

のものも後頭部1(.アルフ ァ波が顕著であり，桁数の多い

階第や自由計算の場合lζはシータ一波も明かである。
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第3図 聴覚的階第および自由暗算特の脳波

上から安静閉限時、1桁聴覚的暗算時、3"'-5桁聴覚的

暗算時、自由時算時の周目。囲みの脳主主はシータ一波であ

るが、作業中も閉銀であるため、後類部アルフィ波に注

意。

時間再生反応

時間再生反応は第4図にあるような記録として示され
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M4図 時間再生反応のときの脳波

囲み内の脳波はシーター波である。時間再生反応、は最下段の忽録である。右はしの記録は傾限期のものであるた

め反応も不明瞭であるが、短時間の反応、が出現している。

る。との図では， 最下の RESPとあるのが再生時間の

反応であり，乙の被験者の場合にはその再生時間が短い。

図の右の記録では，脳波は傾眠を示している。とのよう

に，脳波がアルファ波から漣波1切を示す状態では，被験

者はうつらうつらしているのであるが，時間再生の反応

が小時間ながらかなり正確につづいている。乙の種の脳

波と行動についても興味ある研究報告わがあるが，乙と

ではとの問題にふれない。時間再生反応中のシーター波

については第4図左と中央が示すように，後頭部lζアル

フ7波が出現しているときに.MF-MV Iζシーター訟

が出現している。 ζのシータ一波l主計算のときのシータ

一波と，形も出演領域もともによく似ている。ζ のシー

ター波出現のときの時間再生反応の正確さをみると，第

5図の例が示すように，シーター波が出現しているとき

に，再生時間の遅れがみられるとはいえず，両者の悶tζ

対応、関係があるとはいえない。また時間再生の反応の遅

迭の変動双生るのは，反応を開始後数分経てからみら

れている。乙れは乙のように単純な作業では時聞が経過
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M5図 時間再生反応と脳波の変化

時間再生反応の変動を標慾偏差であらわしている。

時間の経過につれて変動が大きくなる。

シーター波は時間バ一セントであらわしている。
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すれば，反応方支不安定になるのが普通である。その作業

の不安定とは平行しないが，作業によって生じるシータ

一波の出現も，作業開始の初頭からみられるのではなく

3-4分自に出現しはじめている。両者の聞にどのよう

な相互関係があるのかは不明であるが，反応の誤の発生

とシータ一波出現とは負の関係、があるという報告1)もあ

る。

タイピング作集

英文タイプラィテング中の脳波tζシーター波が出現す

るのは第6図にみられる通りである。タイピング作業の
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第6図 タイピング中の脳波

左は聞きとりでタイピング。右は自由lζ思いうかべ

た英文をタイピング。下段は右左の手続がらの筋電

図。

ときにも，視覚的，聴覚的1(課題をあたえ，きら1(.記

憶による材料の自由作業としてのタイピングをおζなわ

せた。いづれの条件においてもシーター波の出現がみら

れたが，他の計算作業などにくらべて，シーター量は多

くはなかった。初発時間も大きかった。第7図はタイピ
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ングの視覚的tIJ作の混合と聴覚的動作の場合のシータ一

波の出現を1的予旬追跡したものである。同じ錨人のタレ

ペリン作業のときのシーター畿の出現と比べると.t量的

ICも出現の初発時間の点からもタイピングの場合lζは成

績は下廻っている。
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1117図 タイピング中のシータ一波

同じ被験者のクレペリン ・テスト中のシーター放出

現の時間的経過と比絞している。タイピングの成績

も見取りと聞きとりをわけている。

考 ，実

上ICのべた成績から，シーター波が作業中』ζ誘発され

るさいの心理的条件としては，第I報告でのベた作業へ

の心理的なれの要因の他IC.次の2つの要因をあげられ

ると考える。

1，作業の遂行のための情報材料の量と質

2.作業の難易

乙の2つの問題について次IC考察する。

1. 作鎗の遂行のための情報材料の畳と質

との鎗文でとりあげた椅待作業は暗算..~事. 1まJJ.

タイプライティングなどで，作業を行うために必要な感

覚情報の量にはちがいがある。稽算はまま算より情報量は

少いし，タイプライティングは珠算より処理すべき情報

置は多いと恩われる.それらにくらべて時間再生反応は

作業としてはもっとも情報量が少い，感覚情報というも

a 学

のが無い作業というものであろう。 ζのように.f下実そ

遂行するのに必要な感覚情報の量の多少がシーター訟の

出現量とどのように関連するか，処理すべき情報が多く

ある仕事ではシータ一波は線網されるのか，促適される

のか。乙れらの作業をa接的lζ比べられる条件にととの

えるζとはほとんと不可能である。情報量が異るだゅで

はなく，実はftもちがうはづであるし，同一被験者でも

って，どの作業にも実験にあたらせるという乙とも出来

なかった。乙乙で示しうるのは，正しい意味での情報量，

質の比較ではなし非常に大まかな対比であるが，種々

の作業で出現するシーター波の量を異る被験者の成総で

くらべている(第5表)。ただし， 乙の表では，¥¥る被験

者聞の成績の統一的自やすとして，後らの間で共通に行

われた一つの作業(クレペリン ・テスト〉でともにシー

ターを支の出現盈がほぼ等しいという条件を録している。

その結果の成績では筆算.11音;算のシータ一波出現貨が多

く，珠算がそれにつぎ，時間再生反応やタイプライティ

ングl;tシータ一波量が少くなっている。処裂すべき情報

畳の大，小ではすくない方がシーター波は出現しやすい。

タイプラィテングのようにかなり複雑な情報処理を必要

とする作業では，シーター波は現れにくくなると思われ

る。しかし，また，時間再生のように，情報量が少なす

ぎる場合にもシーター放は出現しにくくなるようであ

る。乙の情報量とシーター波の関係は，将来もっと充分

にコン トロールされた実験条件で倹討される必要がある

と忠われるが，乙れは精神作業を考えるとき，とくに脳

波との関係でそれを問題にするときに大切な要因である

と考えられる。

また，情報の貨としての一つの要素である感覚後路の

点からみると，視覚的経路よりは聴覚的経路の方がシー

ター訟を出現しやすいように見られる。とれの明かな理

由はわからないが，脳波が一般に，視覚的剥混止によって

の方が聴覚的剥滋によるよりも影響をうけやすく，興奮

2匝5表 精神作家の種類とシーター談の出現 (時間労〉

精 神 作 実 の 種 喜三

シーター量 2髭 irt ，古 3車 珠 3車 タイプライ

後験者
テイング

(クレペリン}時間再生 4---7桁 3 桁 3-4桁 2-4桁 4-11桁出

視覚 筏覚 視覚 聡覚 視覚 視覚 聴覚

I. 1 5.5 3.3 

K. K 6.1 15.8 18. 5 

K. Y 5.6 5.0 10.6 3.5 5.2 

K. G 5.6 2.4 4.3 

( 46 ) 
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レベルが高まりやすいととと関係があるのではないかと

恩われる。

2. .字書官の懲易の程度

続神作業がむつかしすぎる場合には，シーター設は出

現しないであろうという ζとは考えられる。緊~の非常

iζ高い状態は脳波の脱同期と対応すると考えられるから

である。しかし，作業のむつかしさ，やさしさとは一体

何かという ζ とになると，いろいろな複雑な心理的要3震

が入ってくるので簡潔にわり切れない点が多い。われわ

れの成績からみても. 1桁の加算作業という普通常識的

にいって易しい精神作業と考えられる課題において，そ

れが聴覚的経路でなされた湯合iζliシーター放は出現せ

ず，視覚的経路でなされた場合には逆lζシータ一波は出

現しやすいという事実があった。 ζのζ とから，シータ

ー放に関係する作業の艇かしさ易しさは，問題の一般的

な成り立ち，構成上の線維さ単純さというようなもので.

はなくて， その作業に従事する人のその作業にたいする

心理的態度にかかわる条件によってきまるのではないか

と考えられた。観覚的経路で作業銀燭が与えられている

ときには，被験者は自己のペースで作業をすすめる ζ と

ができ.その作業のもつ内容，錐易と被験者の心的条件

とはほぼ合致した状態になる。それにたいして，聴覚的

経路で作業が与えられるときには，被験者の本来のスピ

ードの上かまたは下のスピードで課題が提示される ζと

になるζ とが多い.つまり，速すぎる場合には，問題は

むつかしくなり被験者はその仕事を遂行できない(乙の

実験で珠算IC熟練していなかった被験者には1桁の聴覚

培;算は速すぎて暗算不可能であり，そのときの庖浪花シ

ーター設は出現しなかった)。また還すぎた場合はどう

であるか? 乙の場合には普通，やさしすぎる問題とい

われるのである抵もし，設験者が，乙のような場面で

そのゆっくりすぎる情報と情報の悶の即£を空白のまま

心理的にも笠自でいるならば.~明lま簡単になるのであ

るが，実際はそうではない。おそすぎる常j滋が与えられ

る混合lζは，後験者はその空白時間をぬの事柄Iζ注意を

むりてしまう。そ乙で， 一定の作業送行と並行してもう

一つの続持活動 (錐念とか外の刺激に注意するとかの状

態)が働く乙とになる。続神緊盗，注意、の高さという ζ

とからすると，乙の場合に1;1.むしろ.2桁以上の踏;算を

課せられているとさよりは興奮レベルが高いといえるか

もしれない。したがって作業にだけむけられる注意の量

とか.緊iJ&の程度をうまくコントロールできるようにし

なければ，その仕事についての鍵易の程度を言う乙とは

作家の聞で問題t'l示の速度を1つの指箆として，シータ

ー設に関与する問題健示の方法の条件とみなし，課題の

.易を考える 1つの客観的織としたいと考えた。それに

よると，乙の湯合の被験者野では1秒iζ1.5コの数字提

示という速度が..適条件であるように思われたe 乙の問

題lま，さきの情報の量と貨について考えた問題ι非常

IC関連の深い事柄を取怒っている ζとになる。問題担E示

の速度は情報の量という乙とになる。また情報量が少い

場合にも，その条件での心理的状態をくわしくみれば，

それが心理的に内容の複雑な作業になっているζ とがあ

るという点では， ζ 乙でのベた仕事の難易の観点は，情

報量tの理解iζ欠くととのできない事柄でもある。たとえ

ば，さきに情報量の少なすぎる仕事として時間再生反応

についてのべたが， ζの作業は，情報の少なすぎるため

に，作業内容が多織に複雑になっている 1つの例でもあ

ろう(時間再生の間隔時間の心理的内容は，いわゆる雑

念のごとき彼維な内容をもっ)。

以上のように.精神作業が脳波シーター波の誘発に関

係する条件として， ζ の愉文では情報の最が多すぎたり

少なすぎたりしない乙と，および処理すべき情報が適切

な逃皮で鎚供される ζ とがあげられた。 ζの結論lま，さ

きの第 l報告であげた心理的ななれの要素の発生条件で

もあると考えられる。われわれは，精神作業が脳波に影

響をあたえるときの条件を明かにするために今後も録作

的実験をおζない，精神活動の研究lζ脳技研究を有効に

働かせるととに努カしたいと考えている。

要約

締神活動を扇訟を使って明かにするζ とをヨ的として

前回目区1報告では遠鏡加算作業(クレペリン ・テスト)

中lζ特徴ある脳波 〈シーター設〉を見出し，それの!L~

するときには.心理的IC作業になれたときである乙とを

述べた。 今回はさらに精神作業の種類を加えて，計算，

暗算， 3:廃鉱致事Eを視覚経路，聴覚経路で問題をあたえ

る方法でおとない，その他IC，時間再生反応やタイプラ

イティングのような作業として僑単なものや複緩なもの

を~m して実験した。

その結果，作業中IC脳波との関係で，次のような知見

をえた。

1，いづれの作業においても，作業中にシータ一波が

出現するととが明かとなった。その波は加算作業のh色合
のものと同じ型の脳波で出現怒位も類似していた。

Z.作業の種却によってシーター放の出現量は臭っ

た。もっとも簡単な作業である時間再生の反応では，針

できないという乙とになる。 ζの治文では，同じ計算の 鉱作業にくらべてシーター放の盆は少なかった。また，

( 47) 
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ζの実験の中でもっとも複雑な作業と思われたタイプラ

イティングでも，シーター訟の量は少なかった。

3，計算作業のなかでも，珠算は暗算，筆算よりもシ

ーター量l立少なかった。

4，作業の仕方としての視覚的経路によるものと聴覚

的経路によるものとの比較では，聴覚的方法の方がシー

ター放は出現しやすかった。

5，乙れらの知見から，シーター波誘発に関係する作

業条件として，処理すべき感覚車IJ滋の量が多すぎたり，

少なすぎたりする場合にはシーター波が誘発されにくい

ζと，および刺激の提示時的が速すぎたり還すぎたり し

意 学

ないととがあげられる。

本論文の資料は第17回， 18回日本脳波学会，第33回日

本心理学会において発表したものである。
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Summary 

It was intended to research the re1ation of psycho1ogy and electroencephalography and examine 

EEG activities during mental performances such as rhythmic hand-response， mental arithmetics， 
-soroban-calicu1ation and typewriting. 

1. The characteristic pattern of EEG (continuous theta wave) could be found out during any perfor-

町lance.

2. Among these mental works， the most simp1e response (rhythmic hand-action) produced less theta 

waves， and a1so the typewriting， the most complicated work， activated less theta waves. 

3. Mental arithmetics activated theta waves more than soroban-caliculation. 

4. Mental works that problems were given through auditory receptor produced more theta waves than 

ones done through visual receptor. 

We conc1uded that the theta waves produced during mental performance related to the quantities 

and qua1ities of sensory information that the mental performance required. 

( 48 ) 
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